
離乳食のすすめ方
 

～食事の形態（１回量）目安とその変化～ 東松山市　健康推進課

　　　　  　　　　生後５～６か月頃    　　　   　生後７～８か月頃 　　　  　　　　生後９～１１か月頃
　

口を閉じて取り込みや飲み込みができる 舌と上あごでつぶしていくことができる

ようになる

歯ぐきでつぶすことができるようになる

７倍がゆ 人参やわらか煮人参やわらか煮

白身魚粗きざみ煮白身魚きざみ煮

・おかゆから始める（１さじから増やす）

・野菜なども試してみる

・慣れてきたら豆腐、白身魚などを

試してみる

・卵は卵黄(米１つぶ量)から

・調味料はいらない

・野菜を毎食使う

・たん白質食品も使っていく

・魚類（赤身の魚も）

・肉類（鶏ささみから）

・調味料はまだいらない

・１さじずつ、同じ状態を２～３回、

ひとさじから始める

・母乳やミルクは飲みたいだけ与える

・食品の種類を増やしていく

・おかゆ、おかず、野菜をそろえていく

・離乳食後の母乳やミルクは少なくなる

・形のあるものを使ってかむ練習を

・手にもって食べる練習を

・味付け前の大人の取り分けを工夫する
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白身魚すりつぶし煮

１０倍がゆ 人参すりおろし煮 ５倍がゆ～軟飯

参考資料「授乳・離乳の支援ガイド2019年3月」、「こどもノート2020年版」、「基本素材の月齢別調理形態のめやす2020年版」
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やわらか煮(５～７ミリ角切)

５倍がゆ(米１：水５)

細かくきざむ 粗くきざむ葉先すりつぶす

細かくきざむ 粗くきざむ

生後５～６か月頃 生後７～８か月頃 生後９～１１か月頃

なめらかにすりつぶした状態 舌でつぶせる固さ 歯ぐきでつぶせる固さ

おかゆ

水で煮る

白身魚

だし(水)で煮る

軟飯

やわらか煮(８ミリ～１ｃｍ角切)

小さくほぐし手づかみ食べ

やわらか煮７～８ミリ長切り

生後１２～１８か月頃

歯ぐきでかめる固さ

５０～８０ｇ かゆ９０ｇ～軟飯８０ｇ 軟飯８０ｇ～ご飯８０ｇ

＊２０～３０ｇ ＊３０～４０ｇ ＊４０～５０ｇ

１０～１５ｇ １５ｇ １５～２０ｇ

＊野菜・

果物

１回量

＊野菜

茹でる・煮る

すりつぶし煮

すりおろし煮 やわらかつぶし煮

１０倍がゆ(米１：水１０) ７倍がゆ(米１：水７)

参考資料「授乳・離乳の支援ガイド2019年3月」、「こどもノート2020年版」、「基本素材の月齢別調理形態のめやす2020年版」


